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北海道農村における手作りカヌークラブの成立と地域社会

大詔義彦1)・鈴木文明2).前田和司3)

Formation of N ew機Sports(Handmade Canoe Club) and 
Rural Community in Hokkaido 

Y ohihiko OHNUMA， Fumiaki SUZUKI， and Kazushi MAEDA 

1 .はじめに

本研究の目的は，北海道農村における新たなスポーツのもつ可能性と地域社会との関連を捉え

ることである。ここでは，和寒町中和地区住民(中和小学校PTAの父親と教師)によって設立さ

れた「夢紀行21Jという手作りカヌークラブの事例を取り上げるが，この実践に注目する理由は

大きく二つある。一つにはカヌー一般ではなくて「手作り」カヌーの実践を行うという点，つま

り，北海道の農村を舞台にした「新たなJ1)スポーツ実践の形成という意味においてである。もち

ろん rニュースポーツの創造と展開」は北海道における地域スポーツの特徴2)に数えられるが，

手作りカヌーの場合は極めて「地域性」や「場所性J3)にこだわる中で生まれてきた実践のスタイ

ルという点で独自であるO ニつめには，こうした農村部におけるスポ…ツ集団の形成を，当該地

域の「場」の論理をまといながら立ち現れてくる存在として捉え r地域変動の構造的理解」やrw地

域性J W共向性』の内実とスポーツ活動の内実J4)のもとに理解するためである。

第一の点に関連して，ここで手作りカヌーの状況5)について触れておきたい。この手作りカヌー

の実践は，今日，和寒町，ひいては天塩川流域市町村のカヌークラブの設立を促し，北海道カナ

ディアン・カヌー・クラブ(昭和63年4月設立，以下HCCCと略)というカヌークラブネットワ

ークを組織するに歪っている。「夢紀行21Jの実践は天塩川流域市町村に広がりをみせた手作りカ

ヌー実践の一つである。

手作りカヌーは，それ自体が新しいスポーツの実践スタイルということができる。もちろん，

それは多くのカヌー愛好者が手にしている市販のカヌーとは違って，自らが製作するという楽し

みを伴っている。しかし，手作りという点、に立ち入って考えるならば，手作りカヌー臨体の出自

がより重要であったといわざるを得ない。それは，北瀧道や天塩"'流域という「地域J へとこだ

わる中で選択されてきた実践のスタイルに他ならなかったからである。

いち王手く手作りカヌーの普及を手がけ， HCCCの代表をつとめる S氏(和寒町在住)は元カヌ

ー競技の国体選手であった。しかし r北海道にはカヌーの愛好者も少ない。カヌーが北瀧道の生

活文化とならなければ，北海道を代表する自分もありえない」ことに気づく。競技のスラローム・

カヤックの普及にある眼界を感じていたS氏は友人とアメリカに渡り，そこで手作りカナディア

ン・カヌーにであっている。 S氏がそこで気づ、いたことは，地域あるいは川の姿でそれぞれカヌ
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の形状が違っていることであり，それを実現している手作りカヌーの滞在であった。流域の上

下，}I I楢，風向き等それぞれの地域にあったカヌーは r地域J と地域間有の「場所性j に規定さ

れ r生活文化」としての蓄積を体現する存在でもあった。 s氏が「没場所」的な市販のカヌーか
ら離れ r北海道の生活文化」として手作りカヌーが選択された所以はここにある。

手作りカヌー自体に「地域性」が刻印されている。しかし，それが受容きれたのは，はじめか

ら「北海道の生活文化」を目指してのことではない。後述するが「夢紀行21Jは小学校教員と PTA

の活動の中から半ば「遊び、の集団」として生まれたものであり，手作りカヌーというスポーツの

「普及」を目指したものではない。ここで，第二の点と関連して注目されるのは，こうした組織が

学校や PTAといった活動から生まれてきているという点である。もとより北海道農村部における

学校や PTAの役割は，住民の学習，文化，スポーツ活動の面で極めて重要であった。「北海道で

は，行政制度が整備されていない新開地開拓の中で，まず地域住民自身が学校を建設し，学校と

地域が密接に関わりながら発展して来たという麿史的特性を持つ。また，同時に学校がこの特性

を積極菌として活用し，意識的に学校を地域に開いてきた結果であ」り r小規模校の教育の積極

面を，地域全体で支える上で震要な母体となっているのは PTAである」。学校は地域における「文

化的な協同活動のセンター」と規定される九そして における農事組合の単位に加えて，

活面における学校の役割を分析することが，北海道の農村地域社会形成論の重要な課題J7)となっ

ている。「夢紀行2しという手作りカヌークラブは，この地域における「文化的な協間活動Jとし

て誕生したと理解されてよい。ここでは，生産・生活をめぐる諸高島織と学校をめぐる住民の活動

という重層的関係の中に「夢紀行21Jの実践を位農づけ，その活動の意義について検討してくも

とのとする。

調査は，和寒町中和地区「夢紀行21Jの正会員 19名，関連する行政担当者，小学校教師を対象

に面接により行われた。ただし，正会員 19名中3名にについては，転出その地の理出により個人

面接ができなかったため，ここでは残りの 16名の事例を取り上げた。調査期間は王子成8年2月か

ら平成9年2月である。

2.鱗査地の概況

(1) 和寒町および中和地廷の概要

和寒町の人口は，ピーク時の昭和 31年，11，736人から年々減少し，平成2年には，5，682人(48.4

%)となる典型的な過疎地域である。世帯数も，昭和45年の 2，072戸から平成2年には 1，794

に減少している。

和寒町は稲作農村地域である。ここでは水稲を中心に麦類・豆類が盛んに作られている。ただ，

基幹産業である第一次産業の割合は，昭和30年の 78.7%から，平成2年の 45.3%にまで減少し

ている。

和寒町を対象とした調査に篭山京『戦後日本における貧臨!曹の観出過程~8) がある。篭山は，昭

和 29年'"'-'50年にかけて行われた継続的識査の中で以下のような和寒町の変化を指擁している。

和寒町は r昭和29年時点で上}I1支庁管内で最も被保護世帯の多い珂村で愛しい村の代表格」め

であり，離村の問題が深刻な地であった。昭和29年に諦査された 133世帯中，昭和 50年までに

合計57世帯 (43%)が離村に至っている (29年に l世帯， 30-35年に 17世帯， 36-38年に 9世

帯， 39-41年に 8世帯， 43年に 8世帯，純一45年に 5世帯， 46-50年9世帯の離村)0 r29年以降20

年を，このさく北の村に生き抜いたものが57%しかなかったJ10)という。さらに篭山は，過蝶化
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回1 和寒町人口一世帯数の推移

表1 和寒町における産業部就業者数の推移

第1 % 第2次産業 % 第3次産業 % i口~ 計 % 

昭和30年 4，598 78.7% 375 6.4% 869 14.8% 5，842 100% 
昭和35年 4，278 75.5% 342 6.0% 1，039 18.4% 5，659 100% 
昭和40年 3，112 62.9% 636 12.8% 1，201 24.3% 4，949 100% 
昭和45年 2，678 57.5% 717 15.4% 1，26227.1% 4，657 100% 
昭和50 1，953 49.7% 858 21.8% 1，116 28.4% 3，927 100% 
昭和55年 1，684 46.2% 794 21.8% 1， 168 32.0% 3，646 100% 
昭和60年 1，647 47.1% 730 20.9% 1，120 32.0% 3，497 100% 
平成 2年 1，405 45.3% 634 20.4% 1，065 34.3% 3，104 100% 

紹和50年

昭和45年

昭和咽年

昭和百年

昭和30年

o'iも 20% 40% 同% 80%加%

関 2 和寒町における産業別就業者数の推移

の要国として，和寒町が自由入植地であったという歴史性や構造改善事業による規模拡大ニ農家

戸数の縮小という要因を指摘している。

中和地区は，町内でも最も早く移住入植し水稲栽培がなされた，中心的な稲作地帯である o ま

た，農業構造改善事業が町の第一次事業としていち早く行われた地域でもある。中和地区では昭

和 41年9月， 29戸をもって期成会が結成され，昭和42年に指定を受け着工，昭和44年には土地

基盤整備事業が完成する。土地基盤整備事業により， 87 ha， 2，674枚の水田が275枚へと整備さ
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図4 中和校下経営規模別農家戸数の変化

れた。同年，経営近代化施設や大型トラクター3台，作業機13台の導入を契機に利賂組合も結成

され共同利用・共同作業体制が整えられている 11)。

人口は昭和30年の2，098人から平成4年の682人(32.5%)へと，また世帯数も 314世帯から

155世帯 (49.3%)へと著しく減少してきている。その一方，経営面積別の農家数は，昭和45年

で10ha以上1.7%であったものが，平成5年には 35.6%となり，各農家の経営規模が拡大して

きている傾向がみられる。

高齢化の進展も著しく，平成5年度人口 598人中， 65才以上人口が147名 (24.6%)とおよそ

4人に I人が65:::t以上を占めている。ちなみにo~14 才までは， 106人(17.7%)，15~64 才が
345人 (57.7%)となっている。
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(2) 中和地区の範域および諸組織

このように中和地区は過疎化の進展が著しい地践であるが，そこで生活する住民の生活範域は，

およそ三つに区別され存在している。それは，農事実行組合，行政区，そして小学校区である。

ここでは住民の生活・生産をめぐる諾組織やスポーツの組識化の範域を確認するため，この点に

ついて若干触れておきたい。玉井によれば，-近年では，離農によって酉執が減少した農事実行組

合を再編統合する動きが出ているが，その際の再編集落の単位は，学校のある農村では，学校区

の範囲に再編するところが非常に多いi2)とされ，そして今日，-生活の新しい韓域の建設」とし
ての学校の役割も段目されている O

① 農事実行組合

農事実行組合は北海道の農村にみられる集落組織である。田端によれば，それは「技術・経済・

生活の三位一体的な農村の細胞組織」と規定される。農事実行組合は農事改良，経済活動といっ

た呂的のための機能集団であるが，同時に地縁集団として村落組織とも重なりあって農家相互の

社会生活面とも深く関わり，摩史の浅い北海道の部落語動の重要な一面をも構成してきたとされ

る o その規模は，昭和 5 年平均で 25 戸で構成されるが，今日では 10~20 戸程度となり，日常的

に最も結びつきの強い近隣集団，連絡班程度を範聞とするものに再編されてきているのが現状で

ある13)。

中和地区の農事実行組合は， 3，南丘1，南丘2・中和4，中和1，中和2，中和3，中

和5，中和6，JI I西1，JlI酉2の10の農事実行組合によって構成されている。その主な活動は前

述のとおりである O スポーツについていえば，夏の農協ソフトボール大会がこの農事実行組合を

単位として開催されている。

②行政毘

中和地毘の場合，行政区と農事実行組合の地浬的範域はほぼ一致している。しかし，農事実行

組合が農業従事者の組織でもあるため，農業従事者以外の人々が関係してくるのは行政監となる。

行政区は，農業従事者とそれ以外の人々によって構成される。和寒町町民運動会は地区対抗制で

行われるが，その地毘はこの行政毘である。

農事実行組合と行政区は範域がほぼ一致するため r区長」と呼ばれる人は原期的に 2名おかれ

ている。農事実行組合「長」は主に農事関係のとりまとめと農協との連絡機関の役割を巣たし，

行政「区長」は主に行政の連絡機関，生活とくに冠婚葬祭関係のとりしきりを行う。行政区長は

地区内の「もちまわり J (輪番制)で決定されるが，過練化により人口が少なくなってしまった

地藍では農事実行組合長と行政区長を兼ねるケースもみられる。

③ 小学校区(ニ校下)と PTA

和寒闘Iは各小学校区ごとの校下という「地域」に分けられる。中和小学校の場合は中和，川西

(16線道路以南)，南丘，三笠3の地区を通学毘域としている。中和小学校は 4学級(1-2年，

3 -4年 5年， 6年)児童数35名で，管理職を含め教員が6名，他3名の準へき地指定校であ

る(王子成8年度)0PTAは原知的に全戸加入制をとっている(全110戸)。通学児童がいる世帯を

PTA正会員 (32戸)，それ以外は準会員となる。

中和小学校は昭和45年度に体力づくり研究校に指定されるが，その際PTAを中心とする住民

の協力で環境整備事業を行っている。この事業で体育施設立カントリーコース (400m， 600 m) 

などの野外施設をはじめ，植物園等が作られた。「労働奉仕や古材提供を申し出て学校と一体とな

ってJ14)事業は進められた。近年でも小学校の修繕，石庭造成，胸芸窯(若草窯)の薪わりと小監
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作り等がPTAの父母(主に正会員)によって行われている。

各種PTA事業は，以前，行政区の毘長が中心となって行われていた。しかし現在では， PTA 

正会員の父母が中心となっている。正会員が中心となってからはとくに父親の事業への参加率が

まった，というのが最近の傾向である。以前，運動会や学芸会などPTAの主要事業への父親の
出席率は 2~3 割程であったが，正会員が中心となってからは 7~8 割の父親が出席するように

なったという。

(3) 中和地区の社会教育・社会体育活動

社会教育・社会体育関係の団体は小学校匿を基盤に組織されている。中和地底公民館は館長を

小学校校長，事務局を教頭が務めている。

現在活動している主な団体・グループには婦人学級，敬者会，子ども会がある。婦人学級では，

学芸会時のコ…ラス・合唱，陶芸・七宝焼， ミニパレ一， リ…スf作乍り(主に冬)が行われ，活動

の場は小学校体予膏ぎ舘及び

親である場合が多く心，小学校児輩に味噌汁給食(年に 1度)を提供してる。この活動は少なくと

も'50年位」は続けられており，法統」となっているという。子ども会も主にPTAの母親が中

心である。

体育・スポ…ツ関係では中和剣道愛好会がある。会の創設は高齢者の剣道のある「思い出話J

から始まり，町の「素人剣道大会」出場がきっかけとなった(昭和50年)。愛好会では，当初，

子ども(中和剣道少年間)の指導とメンバーの昇段が目標とされたが，現在ではメンバーの高齢

化もあり少年団中心の活動となっている O 中和地匿の組織的スポーツ活動はこの剣道少年間だけ

であり，児童の約2/3がここに通っている。指導者，母親を中心に保護者会も結成され，地区に

は「小学校に入ったら剣道を」という雰囲気があるという。尚，中和小学校前には「和寒中和剣

道発祥の碑」も建てられている。

これら以外に，中和地区には青年会， 4 Hクラブ等の青年組織があった。青年会では盆踊り，

芸能発表会を主催していた。しかし，過疎化の進展，後継者不足等によりこれらの組織は解散し，

現在活動はなされていない。

3. r夢紀行21Jの設立

(1) 設立に果たした小学校教師 (s教師)の役割

「夢紀行21Jの設立は，中和小学校に勤務していたS教師の存在をぬきに語ることはできない。

S教部がはじめて中和小学校，中和地区にカヌーをもたらした人物であり，地域的な活動につい

ても深い関わりを持っていたからである。 S教師が最初に手作りカヌーに出会うのは，中和小学

校に着任する以前の社会教育主事時代である(そのとき講部をつとめていたのがHCCC代表とな

るS氏であった。そのためS教師自身， HCCC設立にも参画している。)。

S教師はまず，小学校の工作クラブでカヌーを作製した(昭和62年)。また，このカヌーを使

って子ども会でのカヌー事業も行っている。この工作クラブや子ども会でのカヌーの実践は，や

がて子どもを通じて親たちの耳にも届くようになる。

S教部には，子ども会等でこうした実践を行っていくなかで「地域の仲間」もできた。平成3

年には，s教師が赴任してきた当時のPTA役員3名がS教蹄の指導で3艇のカヌーを作製してい
る。その後， PTAの懇親会でカヌ…作りに対する機運は高まり，夢紀行21J結成へとつながっ



北海道差是村における手作りカヌークラブの成立と地域社会 215 

ていく。

ところで中和地誌ではS教師の実践を契機とし r夢紀行21Jが結成されていくことになるが，

ここでS教師と地域との関係について触れておきたい。そこには農村の小規模校に見られる学校・

教師と地域の人々の人間関係がある。

S教部はカヌ…以外にも積極的に地域活動を行っている。それは教師生活に入り，父母と交流

する過程で得られたS教師の地域へのスタンスでもある。父母を前にしたS教師にとって，学校

だけでなく農林業をはじめとする地域の問題は無調しえない存在であった。 S教師は「農業や林

業の知識を吸収するとともに自分でも農業のあり方や矛盾点を学習しましたし，実践するように

なった」と述べている。実醸， s教師は中和小学校に着任してから，過錬イ1::若い担い手の減少
がひびき地域(=青年会)で運営できなくなっていた盆踊りを子ども会の事業として復活させて

いる。また，学校内に陶芸祭(若草案窯)を設置したり，地lR内の有志を募って在日外国人の短期

受け入れ等も行っている。地底の産誼集毘(そのまんまの会)との活動では，旭川に出倍する際

の企画自ら提供し(野菜を売るとき，カヌーに水を入れ，その中でトマトすくいを行う等)，会の

知恵袋的役割も果たしている。

地域の慨も学校・教師に対しては協力を槽しまなかった。先に見たように中和小学校では環境

整備を PTAの手で行っている。それだけでなく PTAの父母は「転任していく教員の引っ越しの

手伝しりを熱心に行い，たびたび「転任先まで荷物を運んで行って，行った先の土地でよく驚か

れJ たこともあるという。

(2) r夢記行 21Jの設立とその活動

「夢紀行21J設立は， s教師がPTAの有蕊と共に平成4年の 11丹から
ーを作製したことに始まる。向年は大凶作の年でもあった。

2月にカ〉けてカヌ

平成4年の夏， PTAの環境整備持にカヌーを作ってみるかという話が持ち上がった。それは，

当時S教師自身，着任後7年が経過し，いつ異動になってもおかしくない時期であった。子ども

の担任等で， s教師と日頃からつきあいのあった親達にとって，カヌ…作りは， s教師の「おき
みやげ」でもある。そして r1軒に 1台あってもいいじゃないかj という具合に地域でのカヌー

作りとクラブの結成に着手していく。

卒速，学芸会時に募集の譲り紙を出し，作製メンバーを募った。そして， PTA役員以外の親達

(正会員)にも学芸会後の飲み会で誘う，ないしは事後承諾をとりつけるなど，半ば強制的にでは

あったにせよメンバーが集められた。募集の過桂では，出稼ぎに行く人への配慮、(，冬の出稼ぎに

行っている間に俺達が作っておくからJ) も行われている。こうして集まったメンバーは 21名で

あり，この 21名に「子ども達の 21世紀の夢Jという意味をかけて， s教舗は「夢紀行21Jとい
う名前をつけている。「夢紀行21Jの正式発足はメンバーのカヌーが完成する平成5年4月である。

「夢紀行21JはPTAの正会員，役員経験者をもとに結成されるが，その要国をS教師は以下の

ように理解している。第一は，カヌーに関する情報・話題が町や中和地区にみられるようになっ

たことである O 実際S教師は， j'lや梅(サロマ湖)に子どもを連れていったり，メディアの取材

に受け持ちの子どもを連れていったりしている。また，学校でカヌー作りをしたことなどが，子

どもの口から親の耳に入っている。第二は，カヌー指導者としてのS教師の存在である。カヌー

を作る際の材料の調達，道具の手配はS教師でなければできなかった。さらに作って乗るための

指導者として，カヌーのアフターケアも含めてできる人物となると S教師以外にいなかった。カ
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ヌーを製作し乗ることは， s教師が異動してしまった後ではとうていできないことである O
は，前年3艇のカヌーがS教蹄の指導で実際に PTAの父親が作製していたことである。そして最

後に地域の人々の思いがある。 S教師はそれを「子どもの小さいうち(自由の利く，親について

歩く時期)一緒にカヌーに乗りたいという親の気持ちと，農業，あるいはそれに類した活動ばか

りでなく，生活に変化をもとめたため。また，飲んだ勢いで言葉が逃げ道をなくしたためoJと述

べている。

ともあれ，カヌーの製作は 3班(第 1陣~第3揮)に分けて行われ，合計23艇のカヌーが完

成した。製作費は 1 艇約 7~8 万円である。作業場は中和地!zの共伺農機呉格納倉庫であった。

中和地底は 110戸とされることから，この時作られた 23艇という数は， 5軒に 1艇以上の割合に

なる。

期間中「カヌーー艇分は酒を飲んでいるJ というほどに，カヌーの製作を通じたメンバーの親

密な交流がはかられた。メンバーのほとんどが農家(男性)あり，農業を通じた「顔見知り」で

はあったが，同じ農事実行組合でもなければ頻繁に話をするわけでもなく，中和校下という広い

範囲では単に「顔を知っていたJ にすぎない。 PTAの環境整備にしても年に数度のことである。

クラブとしての行事は4月の総会 6丹南丘貯水地で初漕ぎ(田植え後)，夏のJlI下り(2回)， 

和寒町予作りカヌー講習会の指導などである O クラブ行事についてはメンバ…で、ある父親だけで

なく，子ども，母親を含め家族単位で参加している。現在「夢紀行21Jは， 19名の正規会員 4

名の特別会員 3名の費助会員により構成されている(王子成8年度)。

4 r夢紀行 21Jに集まった人々

(1) r夢紀行 21Jメンバーのさ色濃・生活

「夢紀行21Jのメンバーの年齢は 33才から 54才まで，平均40.8才である(全14名)030~34 

才までが1名， 35~39 才までが 6 名， 40~44 才までが 3 名， 45 才~49 才までが 3 名， 50~54 才

が1名となっている。小学校の PTAを母体としているだけに，30才代後半から 40才代までの人々

が中心である。家族人員数は教員である Eさんを除いた 18名で平均7.2名となっており，家族人

9名が4世帯， 8名が6世帯 7名が3世帯 6名が2世帯 5名が1世帯 4名が2世帯で

ある(全18世有害)。また， 16世帯中 3世代家族が9世帯 4世代家族が5世帯で，核家族世帯

はわずか2世帯であった。

平成8年度の経営耕地面積は，離農した Gさんをi徐く 15名で平均12.1haで5ha以上 10ha未

満がし 10ha以上 15ha未満が7，15 ha以上が4である。平成5年度中和校下の平均経営耕地

菌積が9.06haであることから，メンバ…の階層は中農以上であることが推察される。作付け品目

は水揺が中心で，麦・立・かlぎちゃが生産されている。その他に越冬キャベツとして有名な，キ

ャベツも生産されている(昭和45年 i手口寒そ菜組合J設11Joしかし近年ではメロン，アスパラ，

カリフラワ一等の野菜やハウスでの切り花栽培も多くなり，そのため「むしろ冬場の方が忙ししり

状況もみられるようになったという。労働力については機械化の進展もあり，播種期・ i収穫期を

除けば世帯主夫婦とその親の 2~4 人でまかなうことができるとされる o

生産関係の組織では農協の理事を務める者が2名，農協青年部部長経験者も含まれている O ま

た， 30才代のメンバーは全町組織である農業青年会議でも中心的存在となっている。さらにこれ

らのメンパーは農協や行政の「公的」組織だけでなく，自主的なグループを地域や職域を越えて

粧織し活動を行っている。「あぜみちクラブJ1S)やウェイン(農業簿記のパソコンクラブ)，特栽米
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そのまんまの会，地湧の盟など有機栽培や産直グループが組織され，その中で「夢紀行21jの若

いメンバー達は中心的な役割を損っている。その一方で，地域の年齢階梯集団でもあった青年会

はNさんは2才)の年代を最後に活動を停止し，中和地区内の青年組織はその後結成されてはい

ない。

生産関係組織へのメンバーの関わりについては，以前の農協=農事実行組合など地域を単位と

するものから，個人的なネットワークによる組織，異業種交流や産直など地域を超えた組織へと

多様な関わりをみせてきている。

表2 r夢紀行21Jメンバーの生産・生活

(2) r夢紀行21Jメンバーと学校・ pγA

北海道農村おける学校は，子どもの教育の場だけでなく，地域住民にとっての「文化的な協間

活動のセンター」でもあった。中和地gでは盆踊り等を企画運営していた青年会活動も途絶えて

しまっている。生産関係の協同関係が地域や職域を超えていく中にあって，学校は文化・スポー

ツ活動を契機として地域生活の中に協同の場を用意するものとなっている O 「夢紀行21jのカヌー

作りには，こうした協開の場に加えて， S教師の影響が大きかったにせよ教師一父母の関係を「同

じ地域の人」とするような関係へ変える雰閤気があったと考えられる。

通常， PTA活動として「夢紀行21jメンバーが関わってきたものに，潔境整備(小学校の修繕，

石庭造成，若草窯の薪わりと小屋作り等。「力仕事が多い」のでこれは父親があたる)，味噌汁給

食(主に母親，婦人学級)，運動会・学芸会 (PTAだけでなく婦人学級，敬老会，保育所も参加)

の手伝いがあった。こうした活動の節目ごとに教職員を交えた「反省会」が保される。教職員と

PTAの父母はこうした「反省会」を通じて交流することになるが，どうしても教師と父母という

立場がでてしまう場合が少なくない。教員にはプライベートな事情や，あまり地域と関わりたく
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ないという意識(とくに若い教師)もあるという O 一方， PTA側にも「来年，子どもの担任にな

るかもしれないJ I先生に変なことはいえない」といった意識が働く。「反省会」というインフォ

ーマルな場であるにせよ学校・教師と父母という関係がここにある。

しかし， S教蹄の場合は違ったという。教師と父母という関係ではなしもっと近い存在であっ

たとメンバーは述べている。立いに地域の仲間といった存在で，気兼ねなくいろんな相談ができ

る人であった。 S教師を交えた「夢紀行21Jのカヌー作りでは「カヌーー艇分は酒を飲んでいる」

というほどに，メンバーの親密な交流がはかられたのである O すでにS教師は学校・教蹄という

関係の外にあり I夢紀行21Jは教師と父母のノンフォーマルな場となっていた。こうした場は，

他の教師だけでなく父母の側にも影響を与えている。「夢紀行21Jでカヌーづくりを始めると，様

子を見にきたり，さしいれを持ってくる教師もあらわれ，いつの間にか気軽に話せる存在になっ

ていった。「夢紀行21Jでカヌーを作るようになってからは I中和小学校に着任した先生はカヌ

ーを作らなければならない」というような雰閤気にもなっていったという 16)。「新任の先生にもす

んなりはいいていくことができたJ，I環境整備でしか顔を合わせなかったが，カヌ…なら好きな

ことがいえるJ，I夢紀行で伺かやるときは先生が来てくれるJ，I初漕ぎにはたくさん集まった。

学校の研修旅行にはあんなに集まらなしりというように，これまでの地域一学校関係と違った関

係が教職員とメンパ…の間に生まれていったものと考えられる。

もとより I学校の行事には親が欠かせない」。学校にとっても，行事を維持していく上で，親

の協力は欠かせなくなっている。とくに過練化が厳しい小規模校の場合はそうである。ただ，こ

うした行事だけでは学校と父母，父母同士の親密な交流をはかることには限界があるのかもしれ

ない。例えばKさんは次のように述べる。「中和地区 110戸でも役員なんかやっていてもしゃべる

機会はない。大きな地域でサークルとかあればいい意味で顔を知ることができる。顔を知ること

が大事。役員でもしゃぺらない人がいたり，ょの人とは話すけど，下の人とは話さない。以前は

しゃぺらなかったが夢紀行21で話すようになった。JPTAの父親を中心に結成された「夢紀行21J

は，カヌー作りというある継続的な活動を通じて PTAとは異なった対商交渉を促す存在で、あった。

5. r夢紀行21Jがもたらしたもの

(1) r夢紀行21J参加の動機とメンバーのカヌーに対する認識

「夢紀行21Jは学校やS教師との人間関係の中から， PTAの父親を中心に結成される。しかし，

彼ら自身もともとカヌーに関心があったわけではなかった。加入のきっかけについては，日墳か

らのS教師自身やS教師との付き合いがあった人に誘われた，事後承諾，募集の張り紙をみてと

いうものがほとんどである。また「うちにはカヌーがない」と子どもにいわれたことが直接のき

っかけとなっているメンパーもいる。また，出稼ぎでカヌー作製に加われない人も，地のメンバ

ーがカヌーを作るから，ということでメンバーに加えている。

メンバーのカヌー作りそのものに対する動機はあまり強くない。町内での HCCCの活動は知っ

ていても I自分がカヌーをやるとは夢にも思っていなかったJのである。どちらかというと， s 
教師のために「みんなでやろう」という意識や「みんなと集まりがもてるから」という意識の方

が強い。ただ I子どものため」という動機はそれぞれのメンバーに少なからずみられた事項であ

る。誘いを一度は断っても「子どもが乗りたいというので作らなければと思った」メンバーもい

るためである。「夢紀行21Jは「単なる遊びのグループJであり Iカヌーは(子どもと一緒に遊

べる)便利なおもちゃ」であったO もちろんカヌーが「スポーツ」とは考えられてはいない。
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カヌーに対する率直な認識は r町の暇な人がやるものJであった。プ、ルデューが「名称の単一

性(テニス，スキー，サッカー)が，スポーツ実践のやり方の拡散を覆い臨してしまう J17)と述べ

るように，カヌーという名辞自体に二重性がある。都市住民のレクリエーションとしての市販さ

れているカヌー，および実践のされ方(アウトドアルックに身を包みRV車で乗り付ける等)と，

冒頭に述べた手作りカヌーの出自は位指をことにしている O 同じカヌーでありながら一方は都市

住民のアウトドア志向や差異を満足させるモノとしてあるが，一方は「北海道の生活文化」を目

指しての手作りカヌーである。しかし注意しなければならないのは r名称の単一性Jがあるが故

に農村にすむ人々も都市住民と同じカヌーを手にし，楽しむことができるという点である。しか

も，手作りとなればわざわざ買う必要もなく，地域のJlIの形状に合わせたオリジナルカヌーも作

製可能である。カヌーをそ子にするということは，この「名称の単一性」のもとで都市と農村とい

う地理的心理的「距離」を解消せしめることにもつながっていく。

しかしそうではあっても，カヌーはあくまで「子どもと一緒に遊べる梗利なおもちゃ」であり，

「町の蝦な人がやるものJであった。実擦 r夢紀行21Jメンバーがカヌーに積極的に関わるのは

カヌーを製作するという過程を経なければならなかった。
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2・， Nさん 10 

1s I 0きん

16 t p~ん

1 f C さん

I 1I I R~ん

1191 Sきん

(2) カヌーの楽しみ

O 同 I~踊〉初中両首1開山下の雨時時間制問問抑制目。γ叫場と唱に即日判明抑酬ができた盆山間
"1'"1';: 印刷でU1.f.c

白川戸0"1明間金援をはいて醐酬の伽制時にそう叶酢h たが S触がわざと見Aるよう"'土手からと砂川からの師時って闘い・ M 晴っている時
ミ ~~~I.いていた.. をみて， ，..帥山崎と患ってい"~_. --'" "，.~.... --'".. '-1みたなもの州L

まわ号でやる人が樽えた.Fちん."われた.みんなやるなら.?て品ょうと省うことで始めた姐 人j今は金然魯御していない， ，年に 1臨浮かべればヤい方.役舞でもな
忽げ吟撃らんという釈に陪いかない.学綾鋼.~..随4最もあったのでいので.健会刊には容約している.

l父'‘'網目でmの役員からaわれた.勧め人でもあ号。民総のようには惨却できないが，夜ならぼ可iなかなか多却できない.学校との周わりが稼〈なった気がする.以前
回円|健かもしれなヤーと晶、制凶.回全令いj帥らというのもあったが， 1かをもって川も1';糊の酬とも肌〈叫かった.輔の入退とも珊でもい

不忽舎ではない1. 1子どもも客」院か者jという気持ちであったともあ号 あま"隠し〈以なかったE

1 赴録して，.年たつS先生がいつ碕る~，いつ硲るかと話をしていた.いつ揃ていってもいいように S~b廿後半から，<0オ恨の人が移し旭区でもの心鈎会人進が集まった
ミ日ト|先生の f叫判明のつも付師ーを作仲という鯖がで品川町合あってもいいh ないか1:剖土咽軒ームのようなまとまりがある.

!という脂になった

什 I~蹄巾暗号たいというの悼……$rt'f!の帥印刷山帥って i桝岬どももれで吋……M附同町
、， ， もらった.学薬会の革審に騒がでていたが争飽稼ぎにでるのでi どうもといづていたひととも会える."民 にはあまり焦れていない，

ハ スキ哨場 I_，_~...，.~..k~..._... .. 0._" ".M. .，.，. ..._，.， ，.，閣マらいしか行っていな松、抑ーに来ったときはれlゼミ中川O i-' ，~.... !PrAの醐容端的持駒市除めた組織・みんな削叫叫らということで加入がみれてすばらしかった5

L 学芸舎の，."民を参て.と《にお第戸に興味があったわけではない帆何人かでやろうというととになi制 1:て蜘た:， ~.q" 0'  ."，-.~~..?，..n， .......， ，.，̂". 'T"' 0'" __'.'1刊に附いた』噛ている.糊と噛抑制閥据わらなh

o L"'~-l.l~棉〉みんな時叫抑制定に舞われて醐そうだと息切哨抗出した~ 'ft't.¥.':. t. rうちに|跡式ぐらい.川刊に附っていない@
l ，.掬J冊目がないjと省われたとともさ。かげだった明 l 

o I スノポ“ I~先生凶 fそのまんま時j 叩和尚北・触に酢叫子ども叫~<PrAでも帥ヲ|刷会。齢齢附した閣の村叫にひっかかってな帥か
ピル，気.，たが， 1どうせなるんだからjということで加仇した乗れない.

この手作りカヌーにはニつの楽しみがる。作る楽しみと乗る楽しみである。

メンバーの多くが作る楽しみを語っている。指導にあたったのはS教師と第1陣で作製した人々

であった。全て手作りであることから，型が一緒でも違ったものができたり，工夫しだいで様々

なカヌーを製作することが可能であった。中には農作業を通じて，大工{士事に心得のあるメンパ

ーもいたし， は，農作業でも使うから何でも復えたJor誰かが一人工夫したら，自分も他の
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をした。その時は工夫の競争だった」という。この過程を通じてカヌー作りに没頭する人も

でてきた (Aさん， Gさん， Cさん， Fさん)。また，メンバーは協同して作るという楽しみも述

べている。それは晩酌を兼ねたカヌー作りでもある。前述したように，学校の教師も度々さしい

れに訪れては席を共にしている。人間関係も和気あいあいとして，行って話をすること自体が面

白かったと語るメンバーも多い。ここでは「学校のこと，地域のこと」に加え「農業J に関する

話題が中心を点めたという。

各メンバーすべてが「喜多紀行21Jの事業に毎回参加しているという訳ではない。カヌーは作っ

てしまえばそれに乗る事業が中心となる O しかし，実際に乗るという段階になると毎年全員が参

加できているわけではない。メンバーの仕事の事情もあるが，乗る方の指導者としてS教師が「夢

紀行21J結成後，転出してしまったことも影響している。

ともあれ，メンバーの多くが川下りに参加する中で，日頃呂にする風景の違いや，水鳥の姿に

資料 1 カヌーの製作の楽しみ

(小学校の先生も作っていて)小学校の先生に難しいところはやってあげたり，

もちつもたれつだった。作るのが面白い。自分は凝り性だからいろいろ疑ってみ

た。夜中の2時3時まで作っていた。毎自楽しみで通っていた。 <Cさん>

・魅力は作ることが楽しい。形がうまくできなかったから。みんな間じ型なのに，

形がパラパラになった。人間関係は和気あいあいとしていて行くのが面自かっ

た。自分のものではなくても見ていた。道具は農作業でも使うから，何でも捜え

た。誰かが一人工夫したら，自分も他を工夫した。その時は工夫の競争だった。

<Dさん>

・カヌー作り自体に魅力はない。手作りカヌー教室で教えていることに楽しみがあ

る 。<日さん>

・板をはる作業が楽しかったし，その後の飲み会が楽しかった。 Gさんと Fさんが

とくにはまって， Gさんはたばこはやらなかったが，カヌーのところで捕を欽

むことを覚えた。 <1さん>

・作るのは国自い。仲間の雰囲気とか。さしいれで飲み会，晩酌をした。

<Kさん>

-夕方，晩酌をかねて作った。 <Lさん>

-初めの頃2-3回作りに行った。それも 5・6枚ののストリップ材をはった程度

で，あとは飲みながら話をしていた。学校のこと，地域のことが話題の中心を占

めていた。農業が話題となったときはもっぱら開き役。だから自分のカヌーは材

料費を払って，他のメンバーに作ってもらった。しかし，昨年自宅の納麓でE先

生の助けを受けて2艇作成した。 <Mさん>

・カヌーは突然きたような話。 Gさんの影響力が大きい。進水式に簡に会わせよう

とつくった。イ可とかf乍り上げなくてはと患った。 <0さん>

・作業には行っただけで話だけして終わることもあった。指導はS先生と第1回目

に作った人達が毎自来てくれていた。 <Qさん>
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新たな感動を覚えたことを語っている。「自分がカヌーをするとは患っていなかったj，rカヌーは

都会の暇な人がやるものJ と考えていたメンパーも，実際カヌーに乗ることで自分が住んでいる

地域の「よさ」を再認識したという。

(3) メンバーと家族

カヌーを所有し，}I'I下り等の事業に参加する様になると，子ども・家躍でカヌーが話題となっ

たり，子どもと一緒に出かけることで気持ちに余絡が生まれたりと生活の変化を感じているメン

ノfーもいる。

例えば， Jさんの場合は「子どもと一緒に」という気持ちがカヌーによってもてるようになり，

一週間「男だ、けの旅Jと称し自転車やカヌーで遊びに出かけてしまったという。「カヌーをはじめ

る前からは考えられない」と語っている。

また， Gさん(前会長，平成8年急逝)の費はカヌーをやるようになった夫の変化を次のよう

に語っている。

カヌーを始める以前のGさんは，農業以外にこれといった趣味をもっていなかった。カヌー作

りのきっかけは「事後承諾」で仲間に入れられたことである。 Gさんは，農業については亡くな

る前年，実行組合内で作泊1位となっている。唯一の楽しみは，パチンコぐらいのものであった

という。ところがカヌーに誘われて以来，カヌー作りに没頭するようになる。 Gさんは，もとも

と大工仕事が好だったこともあり，創意工夫を重ねながら短期間に4艇も作製した。できばえも

良かったことから r夢紀行21jの中では製作指導を任されるほどであった。そのことから Gさ

んは，町のカヌ…教室にも指導者として呼ばれている。町のカヌー教室では参加した道内外の人々

の信頼を集め，親しくなり，家族連れでキャンプを行うなど新たな交流も広がった。これら家族

とはその後，頻繁に連絡取り合い，手紙や年賀状も交わしている。 Gさんはカヌーをはじめてか

ら仕事の段取りをつけるようになり，カヌーにあわせ仕事の計画を立てるほどであったという。

カヌーがあると 1回でも子どもと接する期間，時間ができ，そのことがGさんにとっての喜びで

あった。一般に祖父母と同居している農家の父親は，忙しさに流され子どもと関わらなくともす

むとされる。しかし，祖父母と!可居していなかった Gさんとって，子どもと過ごす時間

ものであった。またカヌーでは，賢い物に出かけるのと違い，身体を使って漕ぐことから，子ど

も，家族，地域の人々と体験を共有することができた。そして，そのことが地域の共通の話題に

もなっていった。

Gさんの事1YUからは家族だけでなく，カヌーによる生活の変化も認められる。生産面において

は，すでに一定の実績を有する Gさんであったが，その人間関係は生産部を中心としたつきあい

がほとんどであったという。 Gさんは町主催の「カヌー教室」等を通じ，道内外の人との交流を

深める中で，生産面をめぐる人間関係だけでなくカヌーを通じた広い人間関係を築いていったの

である。

6.中和地区の中の「夢紀行 21J

「夢紀行21jは，小学校教師と PTAの父親を母体として形成されたクラブであった。こうした

スポーツ集国の組織化の背後には地域社会の生産・生活をめぐる変化が存在している。「夢紀行21j

もその中のーっといえる。よってここでは中和地区内での「夢紀行21j設立の意義について考え

なければなるまい。
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かつて「技術・経清・生活の三位一体的な農村の細胞組織」として機能していた農事実行組合

や行政区は，過疎化・高齢化とともに，その規模を大きく縮小させ，現在では生活面での桔互扶

助を行うことも関難となってきている。例えば，すでに中和4実行組合には農家が2戸しかなく，

生活上の相互扶助機能(例えば冠婚葬祭)は単独では果たせなくなっている O また，高齢化や後

継者不足も深刻である O 農事実行組合や行政区の「寄り合い」があっても，これから漏れてしま

っている高齢者世帯が多いという。むしろ，後継者のいないお年寄りが出ていく機会が少なく，

行きづらい雰囲気を指摘するメンバーもいた。個別に考えれば，農家の経営自体は規模拡大の方

向で安定しでも，生活面での相互扶助機能の喪失は， {圏別農家の存続自体をも不可能なものにし

ていく。「地域のまとまり Jを重視しながらも，地域社会では実欝に措層分解が進行し，過疎化に

歯止めがかからないという現実がある。そこに，規模拡大とともに経営の個別化・孤立化が進展

してきている現在の地域社会一農家のありょうをみることも可能である。

とくに中和地監はいち早く農業構造改善事業(昭和42-44年)が開始され，その後多くの農家

が離農してきた地域である(，第一次離農期が昭和49年慣で， 5 -6年前に第二次離農期があったJ)。

「夢紀行21Jのメンバーはこうした波をくぐり抜け，生き延びてきた人々であり，離農跡地を購入

し，規模を拡大することで伺とかつないできた人々である。しかし今日では，土地の下落，土地

があっても条件がよくない(好条件の土地が残っていない)ため，規模拡大のリスクも大きい。

「拡大による生き残り Jをはかることも困難な状況がある。さらに生産者価格の下落，農作物自由

化も追い打ちをかけている。「あと 5-6年したら，第三次(離農期)がくるかも知れない」とす

るメンノfーもいる。

このような状況の下，若い世代は様々なサークル活動を通じ，産車や有機栽培など多様な試み

を展開している。そこに新た を切り開こうとしている。 Oさんはこうした動きを次のよう

に述べている。「生産サークル等でいろいろな集まりがある。特別栽培米や宅配など。無線クラブ

をきっかけに，経営の中に役立てていこうとするグル…プもある。サークルに多く入っている人

は，何かしら経営に役立てようと考えている入。やりたくない人は全然やらない。自由競争の時

代になってくるので，これかもいろいろな組織が増えてくるだろうり

学校レベルの活動は，こうした「経営に役立てよう」とする生産の多様な活動とはちがって，

生活閣での「地場のまとまり Jを確認するものとなっている。地域一学校関係でいえば， PTAと

いう「家」を構成単位とする組織が，すなわち農事実行組合，行政区が，生活組織として機能し

得なくなったときに，それに変わって「社会的紐帯に貢献」しうる可能性を持つものとして意識

されてきているo そして学校区=校下という範域は，学校行事.PTA活動を通じ，地域の活力あ

る!習をまとめていく範域として機能している。とりわけ， PTA正会員として集まる父母は，地域

においても比較的若く活力ある層でもある。

しかし，過諌化は，この学校そのものの基盤を大きく揺るがすことに地ならない。学校レベル

の活動も，しだいにPTAや学校の児童だけで行うことが盟難となってきている現実がある。地域

の一大イベントである運動会や学芸会は， PTAだけでなく婦人学級，敬老会，保育所と総出で行

われなければならない。過疎化の進展は，近い将来，学校の存続(統廃合を含め)さえ危ぶまれ

る状況を引き起こしつつあるo 統合問題については世代で対応が異なるというが，メンバーの多

くがそのことを危慢している。

以上のような地域の中で，車ちに「夢紀行21Jが地域課題に対して，伺らかの機能を果たすべ

く生まれたとみるのはアプリオリに設定された課題となるおそれがある。率薩にみるならば，夢
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資料2 地域(実行組合単伎)の諜題

<南丘1実行組合>

・戸数は11戸。これは減ってきていて，後継者のないところはやれるうちはやっ
て，やめてしまう。 10年に4軒離農した。これからも 4軒離農する予定。農家戸
数は減るが，残る者が希望をもってやっていく。

<南丘2実行組合>
. 6戸しかない。

<中和4実行組合>
-現在2戸，行政区で3戸しかいない。葬式はまわりにてつだってもらって何とか
やっている。 60才移譲で後継者なし世帯が多い。第l次離農期が昭和49年ぐらい
で5-61手前に第2次離農期があった。あと 5-6年したら第3次がくるかも。

<中和 l実行組合>
-人が少なくなってきている。これから土地がうまく図るかどうか。地底で9戸中
後継者がいるのは3戸のみ。 80才代で2人世帯主がいる。あとは60才代。

<中和5実行組合>
-離農する人が多くなってきて11戸から 8戸になった。部落では合併の話がある。
中和4では3戸で農家が3分の2戸。葬式の時は困るので手伝いに行っている。
中和地区はまとまりがあるが，人口は減るばかり。後継者がいない。
-基本は農家をやって，きちっとやっていけるようでないと。生計がたてられれば
もっと発展するだろう o 中和枝下では盆輔り，敬老会， PTAとあるが年寄りが出
る機械が少ないのでは。むしろ後継者のいない人が行きづらい。 /J、さい部落はお
互いの助け合いだから。

<中和6実行組合>
・17戸中3戸しか後継者がいない。もう米だけではやっていけない。どの程度自由
になるのか。農家は食いっぱぐれはないというけれども，昔のような生活はでき
ない。成功するかどうか5年先， 6年先をみてやっていくことはできない。金が
なければ目先の 1年で金を稼いでいくことを考えざるを得ない。
・後継者不足が深刻。 60才以上が半分弘上。 70才をこえている家の 1戸ある。 10年
もしないうちに戸数が半分になるだろう。
-自分達の世代が多く残っているのは，普からの流れで農家を次ぐのが当たり前と
いう最後の世代だからではないか。高卒時に農業の見通しが良かったわけでもな
い。農業を始める時点で探〈考えていたわけでもない。今はたぶん農業はやらな
いと思う。先行きが明るくないから。

<JII商2実行組合>
・過疎が悩みだ。息子に安心して一緒に農業をやろうとは言えない。友人(同級
生)がいないから息子が闘ったときに相談できる向年代がいない。後継者の数は
3分の2でまだいい方である。経営の柱は40-50才で30才代が2人， 20才代が2
入。他は40才以上。

<三笠3実行総合>
・町では実行組合と区の人が少なくなって，行政領gでは統合しようとしている。後
継者がいなくて最低年齢28才。南丘でもテニスコートを今作っている。何度もポ
ーリングして温泉を出そうとしたが失敗している。地元としてはリゾートイヒが希
望。

・高齢化が進んでいる。 2-3PITの人は60才代の人。この人はトラクターにも乗れ
ない。だからまわりの人がつないでいっているケースが多い。農家戸数は減って
行くだろうね。
・各地区は後継者問題。 6割は後継者がいない。町としても過疎化をいかにくい止
めるかが過大で将来構想の策定がなされなければならない。

223 
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紀行21Jのメンバーは過疎化・離農:経営規模拡大という流れの中で生き残ってきた人遼，ある

いは生き残るための力量・意志・行動力を備えていた人達であり，そうした行動力の一つの表現

が r夢紀行21Jの成立であった。また地域や学校の文脈でいうならば，あらかじめ意図された自

的，例えば「教員との交流を園るためJ r住民の結びつきを深めるためJ というのは結果であり，

前提ではなかったものと考えられる。そうした点を踏まえる中で r夢紀行21Jの存在やその意義

があらためて関われなければなるまい。

まず r夢紀行21Jの設立にあたって，善事後承諾や出探ぎ者の分までカヌーを作製するという動

きがあったことに注目しておきたい。そこに農事実行組合という基礎的生活組織が弱体化してい

く中にあっても，従来から中和地匿に存在していた社会的な紐帯を確認することができるからで

ある。「みんなと集まりがもてるJ，r他のグループでは集まらない人も集まる」というように学校-

PTAという普段の生活や生産の盟域を超えたところで新たなに形成された点も重要であろう。こ

こに，従来から存在していた社会的な紐帯を，より広い学校区という範域のものに，再び形ある

ものとして浮かび上がらせようとする一つの「論理」をみることが可能である。

次に，それが父親の独自の集団であるという点、が注目されるo とくに生産面に関わってきた父

親がその担い手であったことは重要である。地域内の農家は，生産閣の多様なネットワークが形

資料3 学校・ PTA~めぐる課題

-学校を核として楽しくやっていこう。 <Bさん>
. PTAの行事がある時以外は飲み会がない。小学生が減ってきている。小学校が統合

されるのではないか。 <Dさん>
. PTAIま堅い。先生と関わるときにはちょっと襟をただきないといけないo PTAをや

るにも暇がない。 <Gさん>
・現在，学校の行事に親は欠かせない。男親が行かなかったら母親が行くしね。 3大

持寄まにはだいたい夫婦で参加している。学校の行事には全面的に協力している。小

学校がだんだん小さくなっているから，どういうふうに活動していくかが問題。正

会員，準会員の関わり方の問題。子どもが減ると運動会などが大変。 く日さん>

・大きな課題としては子どもがいなくなるということ。 <Jさん>
・小学校の統合ということはないと思うが，もし小学校がなくなったら寂しくなる。

だいたいの人を知っているし， PTAは生きるための一つのまとまりのようなものだ

と思う。学校をなくさないために山村留学なんかやっているところもあるけど，い

ろいろ難しいと思う。 <Kさん>

・学校の蒋続問題については自分達のような30才代は統合に賛成している。しかし，

45才以上の人遣はたぶん反対するだろう。 <Mさん>

・これから児童数が減ってくるので継続することは難しくなるだろう。 2，3年する

と児童数自体が23人になってしまう。 <0さん>

-昔の人は学校を残しておきたいと思っているが，自分達は大きな学校がいいのでは

と患っている。競争力がつかないし，弁の中の蛙になってしまうようで。

<R~ ん>
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資料4 夢紀行 21の鎌題と展望

. 21世紀に向けて漕ぎ出す。心の底に希望を込めている。夢紀行の活動は家族サービ
スや家族との会話，仲間以外の人との交流ができる。夢紀行は明るくやっているの
でまわりからも理解されている。しかし地域全体に貢献するということではない。

<Bさん>
・夢紀行21のように集まる機会は，農業の話や作業面での話をしたり，他のグループ
で集まらない人も集まるのでいろんな話が開ける。いいところ，惑いところは特に
ないと思う。町からの依頼で手作りカヌー教室の手伝いをしているが，本州、!の人が
来るのは長いことだと思う。 <Cさん>
・地誌の人とは親しい。普段から親しいから夢紀行れがなくてもうまくいっている。
夢紀行21は単なる遊びのグループ。課題は会合が少ない。カヌーの活動ができれば
いい。中和は同じ年代がそろっている。だから何か催しものがある時は，みんなで
出るべというふうになる。やると思ったら，駄目になるかもしれないけどやってみ
る。中和は土地条件にしろ何にしろ和寒の中で中心的だ。農家で残るのはやはり中
和だろう。夢紀行でわかってほしいのは，まとまりがよく，みんな仲がいいこと。
だから夢紀行21ができた。また夢記行21ができてまとまりや仲がよくなってきた。

<Dさん>
・地域再編の話もあるけど，夢紀行の中ではできない。<日さん>
・子どもの関係で作った。子どもが中学へあがったから事務局をやめたけど，でもす
ぐに抜けるのも大変だし l年様子をみた。中学生の親が参加しなくなってきた。ど
うやってこなせるかが課題である。みんなで集まるのは学校関係を抜かせば夢紀行
だけ。夢紀行に集中している。農業はみんな熱心。道内では良い方だ。

<1さん>
・中和地区110戸でも役員なんかやっていてもしゃべる機会はない。大きな地域でサ
ークルとかあればいい意味で顔を知ることができる。顔を知ることが大事。役員で
顔を知っていてもしゃぺらない人がいたり，上の人とは話すけど，下の人とは話さ
ない。以前はしゃぺらなかったが，夢紀行で話すようになった。夢紀行21は楽し
かった。飲み会の中でやろうという段取りがあり，しゃべる人とはしゃべった。

<Kさん>
・設立した意味が明確でない。やろうとしていることがはっきりしない。ただカヌー
にのるだけではなく，子ども達に対して自然環境の保全に向けた活動，自然を意識
した活動が必要。カヌーによって発信できるものの追求，例えばカヌーによる自然
教育。 <Mさん>
・夢紀行21は，ひとつの余暇の一端。いろいろなことを考えて始めたわけではない。
子ども達のためだった。学校と地域のつながりも昔からあった。生産サーク jレ等で
いろいろな集まりがある。特別栽培米や宅配など。無線クラブをきっかけに，経営
の中にf支立てていこうとしているグループもある。サークルに多く入っている人
は，何かしら経営に役立てようと考えている人。やりたくない人は全然やらない。
自由競争の時代になってくるので，これからもいろいろな組織が増えてくるだろ
う。 <0さん>
・みんなで作るという楽しみと自分のそノだという楽しみがある。子どものことを考
えても 1つぐらいあってもいいと思う。 <Pさん>
・夢紀行21については，正直いってあまり何とも思っていない。子どもが卒業してい
けばなくなっていくと思う。 <Qさん>
・自分逮の世代は夢紀行21以外にもたくさんのつながりがある。 <Rさん>
・カヌーの集まりという域を出ていない。今はPTAでのまとまり。金町的に広がって
くれればいいと思うが。町でもいたましいと思うんだけどね。 <8さん>

225 
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成しているが，その単位はあくまで個人である。日常の生産活動は["機械化」の進展により「世

帯主夫婦とその親の 2~4 入でまかなうことができる」。土地基盤整構事業を契機に開始された大

型機械の共同利用・共同作業体制も，機械の個人所有化が広がるにつれ大きく後退してきている。

父親，つまり農家の経営者閣は「伺かしら経営に役立てJ ようと，生産面での飽人的ネットワ

クを築いてきたのである(例えば，アマチュア無糠の「あぜみちクラブ」は，農業改良普及所職

との学習会へと向かっていった)。しかし「生産あって生活なし」といわれる北梅道農村にあっ

ても，こうした生産関係のつきあいだけがあるのではない。生活・文化閣での人間関係も重要で

ある。否，部難な事情を抱える農村で「生きていく」ためには["人を知る」ことが不可欠であり，

生産面にとどまらない生活面での多様な人的交流が求められているのかもしれない。そのことは

S教師が述べた["夢紀行21Jに集まった人々が「生活の変イんを求めたという理由からもうかが

い知ることができる。クラブの設立には，農村に生きる経営者としてではなく，子どもの父親と

しての中和地区に生きる人々の姿がある。以前あった地域を基盤とした文化的協同関係は，

会の活動を最後に途絶えていた。その意味でも「夢紀行21Jは，個別化・孤立化するメンバーが

出会う場を，とりわけ農業に関わり生産場面以外での深い交流が比較的少なかった農家の父親の

対面交渉の場を用意した，ということが可能である。

「夢紀行21Jのメンバーをつないでいるものを考えたとき，何らかの実践を媒介に培われた「協

同性」がみられるo例えば， 45才以上のメンバーは地域で盆踊りや芸能発表会など青年会の活動

を経験している。また若い世代の場合には地域を越えて多諜な自主サークル活動を経験している。

そして現在両者が関わってきているのが学校， PTA活動，剣道愛好会，子ども会の実践である。

こうした実践の中から養われた「協同性」や「協関蓄積J18)をもとに「夢紀行21Jは誕生した。こ

こでは「手作り J という手法がとくに重要であった。市販のカヌーを購入し，それで遊ぶ、という

のではない。メンバ…を集め協同してカヌーを作るという過程そのものが，ある意義を帯びてい

たわけである。カヌー作りは，メンバーにとっても「工夫の競争」が生まれるほど身近な存在で

ある。農作業の中で培われているような能力を発揮できる存在でもある。まさに「手作り J であ

ったということが，既存のスポーツや文化活動(それはしばしば，それ専用の技術・能力を要請

する)とは違う形で，協間の「契機」となり得る十分な存在であった。生活・文化面をめぐる協

同のー契機として，カヌーは「手作り」でなければならなかったともいえる。

「夢紀行21Jの設立は，その後のカヌーの実践を通じ，メンパ一個人，家族，人間関係に変化を

もたらしている。町の「カヌー作り教室J実施も「夢紀行21Jの存在を抜きには語れない。カヌ

ー作り教室に新たな意義を見いだしているメンバーもいる。ここに，スポーツを媒介とした新た

な「協同性」を模索する動きをみることもできょう O

7 .おわりに

「夢紀行21Jの活動を通じ，学校・教部との関わりが深くなったと感じているメンバー，また，

カヌー教室で指導することによって町外の人々との交流がうまれ，そこに意義を見いだしたメン

ノTーがいた。しかし，実際のところそれほど地域・学校のつながりについて「変化はない」と感

じるメンバーもいる O もともと「夢紀行21Jに集まったメンバーがPTAを基盤としていたこと

(地域との関わりについては PTA 学校との関わりが前提)や，地域内でも活動的な世代や人々

が集まってきているからである。 S教師も「この壌の PTAは何をするにも独自性があったり，ま

とまりがある となっていた。また PTA作業後にはよく飲んでいるJと述べている。ただ，独
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自性があり，まとまりがある PTAだったから「夢紀行21Jが誕生したとするわけにはいかない。

その意味では，s教師がいう「生活に変化」をもとめたという点に再び立ち返らなければならない。
「生活の変化」という点ではGさんの事例に見られたとおり，カヌーを通じた人間関係の広がり

があった。 Gさんはカヌー作りにある意義を感じていたものと考えられる。 Gさんはカヌー作り

の腕で道内外の人々の信頼を集めたのであるが，それはある自信につながっていったように見え

る。カヌー教護の擦には教室に知り合いになった家族と一緒に町内でキャンプを楽しんでいる。

前にはカヌーをすることできる111がある。そして中和地区は貯水池もあり，カヌーを楽しむため

にはうってつけのフィールドをもっているo カヌーをする以前はその場所は単なる111であったり

貯水池に違いなかった。しかし今や，自らが生活する場所はカヌーやキャンプを楽しもうとする

人々にとって貴重な場所に他ならなかった。そこに地域の「よさJ を再認識することができる。

「町の暇な入がやるもの」であったカヌーは道内外の都市に住む人々との交流を通じて折れ返り(=

都市住民の生活に触れることで自らの生活を対象化する)，自らが自信や誇りをもてるものとなっ

ていったものと推察できる 19)。

手作りカヌーという新たなスポーツの実践は，和寒町を起点に「地域性」にこだ、わるなかで形

成されてきたものである。それが中和地底で受容されたのは PTA=学校という既存の社会関係の

内であった。既存の関係であるがゆえに，一見「夢紀行21Jの成立による人間関係は「変わらな

しりようにうつるが r夢紀行21Jの設立はこうした地域をめぐる社会関係に規定されつつ，世代

を越えた新しいメンバーの相互交流や地域を超えた新たな関係をその外観に形成していった。そ

してその過程は，地域の「よさ J r自信」というものを呼び覚ますものでもあったと考えられる川。
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